


県
庁
・
佐
々
木
支
部
長
・
盛
岡
・
長
沼
支
部
長

県
庁
・
盛
岡
両
支
部
が
20
体
制
を
確
立

－職場の声・課題を交渉の場へ－
現業統一闘争へ結集を

現業評議会第61回定期総会開催

▲今年は「ソフトバレーボール」大会での新採歓迎交流会▲今年は「ソフトバレーボール」大会での新採歓迎交流会

▲歓迎交流会の後で集合写真に納まる参加者の皆さん▲歓迎交流会の後で集合写真に納まる参加者の皆さん

▲締めくくりに佐藤支部長の音頭で“団結ガンバロー”を三唱▲締めくくりに佐藤支部長の音頭で“団結ガンバロー”を三唱

▲活動方針などを確認した気仙支部定期大会▲活動方針などを確認した気仙支部定期大会

▲総会で挨拶する永洞俊司・現業評議長▲総会で挨拶する永洞俊司・現業評議長

▲秋のたたかいに向けて意志統一をはかった現業評総会▲秋のたたかいに向けて意志統一をはかった現業評総会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
盛
り
上
が
る

絆
深
め
た
新
採
歓
迎
交
流
会

す
る
。
支
部
代
表
者
、
現
業
評

議
会
と
も
に
職
場
の
生
の
声
、

課
題
を
し
っ
か
り
と
訴
え
交
渉

に
臨
ん
で
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

山
口
代
議
員
（
前
議
長
）
か

ら
、「
人
員
補
充
や
勤
勉
手
当

な
ど
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

成
果
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
長
い

士
確
保
は
他
県
か
ら
も
評
価
が

高
い
。
今
後
も
良
好
な
労
使
関

係
に
努
め
た
い
。
今
後
も
現
業

職
員
の
非
正
規
へ
の
転
換
阻
止

は
不
可
欠
で
あ
り
、
正
規
職
員

で
の
完
全
補
充
を
勝
ち
取
る
た

め
全
力
で
取
り
組
む
。
10
月
に

は
現
業
統
一
闘
争
が
ス
タ
ー
ト

日
、
人
事
課
を
は
じ
め
主
管
室

課
へ
要
求
書
を
提
出
し
交
渉
を

行
っ
た
。
注
目
す
べ
き
点
は
、

来
年
度
に
お
け
る
管
財
課
運
転

技
士
の
新
規
採
用
者
募
集
の
回

答
を
引
き
出
し
た
こ
と
。
こ
れ

は
、
前
年
度
ま
で
の
粘
り
強
い

取
り
組
み
成
果
は
も
と
よ
り
、

県
当
局
の
運
転
業
務
の
必
要
性

に
対
す
る
評
価
だ
と
捉
え
て
い

る
。
運
転
技
士
の
退
職
不
補
充

や
職
種
換
え
も
検
討
さ
れ
て
い

る
東
北
各
県
の
状
況
を
踏
ま
え

れ
ば
、
本
県
に
お
け
る
運
転
技

け
た
運
動
方
針
を
確
立
す
べ

く
、
第
61
回
定
期
総
会
を
盛
岡

市
で
開
催
し
た
。

　

永
洞
議
長
（
盛
岡
支
部
・
畜

産
研
究
所
分
会
）
は
「
７
月
８

　

９
月
５
日
、
現
業
評
議
会
は

２
０
２
０
確
定
闘
争
及
び
現
業

統
一
闘
争
を
全
力
で
取
り
組

み
、
組
合
員
の
生
活
と
権
利
を

守
る
た
た
か
い
へ
の
前
進
に
向

【
参
加
者
の
感
想
】

●
総
務
分
会
・
岩
渕
友
弥
さ
ん

　
　
　
　（
新
規
採
用
組
合
員
）

　
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
久
し
ぶ

り
に
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
３

位
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
や
参
加
者
の
方
々
と
交
流
が

で
き
、
と
て
も
楽
し
く
良
い
時

間
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

翌
日
に
は
、
し
っ
か
り
筋
肉
痛

に
な
り
ま
し
た
！
」

●
土
木
分
会
・
佐
藤
真
美
さ
ん

　
　
　（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　
「
私
は
応
援
要
員
の
つ
も
り

で
参
加
し
ま
し
た
。
が
、
出
場

す
る
こ
と
と
な
り
老
体
に
鞭

打
っ
て
と
は
こ
の
こ
と
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
最
下
位
で
は
な

い
こ
と
だ
け
は
記
憶
に
あ
り
ま

す
。
疲
れ
ま
し
た
が
思
い
出
に

残
っ
た
一
日
で
し
た
」

を
開
催
で
き
ず
に
い
た
と
こ

ろ
、
青
婦
部
の
幹
事
が
、
み
ん

な
が
参
加
で
き
る
楽
し
い
行
事

は
な
い
か
を
話
し
合
い
「
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
交
流
会
」
の
開
催
を

決
定
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
は
、「
久
し
ぶ
り

に
楽
し
か
っ
た
。
今
度
は
何
を

す
る
の
か
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
た
。

　

胆
江
支
部
青
年
婦
人
部
は
、

８
月
28
日
（
金
）「
新
採
用
歓

迎
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
を
開
催

し
た
。
新
採
用
５
名
、
会
計
年

度
４
名
を
含
む
26
名
が
参
加

し
、
体
育
館
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
部
局
を
超
え
た
交
流
を

図
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
懇

親
会
も
兼
ね
た
新
採
用
歓
迎
会

髙
橋　

孝
司
（
県
土
整
備
企
画
室
）

長
谷
川
秀
綱
（
科
学
・
情
報
政
策
室
）

会
計
監
事

古
舘　

俊
也
（
行
政
経
営
推
進
課
）

葛
巻
美
知
子
（
農
業
普
及
技
術
課
）

伊
五
澤　

敬
（
経
営
支
援
課
）

【
盛
岡
支
部
】

支
部
長

長
沼　

英
友
（
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
）

副
支
部
長

今
野　
　

徹
（
盛
岡
広
域
振
興
局
農
村
整
備
室

）

長
門
三
喜
男
（
産
業
技
術
短
期
大
学
校
）

書
記
長

藤
澤　

潤
一
（
盛
岡
広
域
振
興
局
県
税
部
）

書
記
次
長

千
葉
美
由
喜
（
盛
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

執
行
委
員

松
尾　

博
昭
（
盛
岡
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

）

小
笠
原
和
夫
（
盛
岡
振
興
局
経
営
企
画
部
・
盛
岡
審
査
指
導
監

）

樋
口　

晃
大
（
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
）

髙
橋　

正
樹
（
盛
岡
広
域
振
興
局
農
政
部
）

大
須
賀
英
春
（
盛
岡
広
域
振
興
局
農
村
整
備
室

）

佐
々
木
千
咲
（
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
）

横
田　
　

塁
（
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
）

菊
池　
　

圭
（
岩
手
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

）

岩
佐
あ
ゆ
美
（
岩
手
県
食
肉
衛
生
検
査
所
）

畠
山　

博
文
（
畜
産
研
究
所
）

会
計
監
事

播
磨　

基
州
（
盛
岡
広
域
振
興
局
県
税
部
）

佐
藤
祐
里
江
（
盛
岡
振
興
局
経
営
企
画
部
・
盛
岡
審
査
指
導
監

）

　

県
職
労
県
庁
支
部
は
９
月
１

日
、
盛
岡
支
部
が
７
日
に
そ
れ

ぞ
れ
支
部
役
員
選
挙
結
果
を
公

示
。
立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ

れ
今
年
度
の
新
体
制
を
確
立
し

た
。

　

県
庁
支
部
長
に
は
佐
々
木
琢

磨
さ
ん
（
産
業
経
済
交
流
課
）

が
、
盛
岡
支
部
長
に
は
長
沼
英

友
さ
ん
（
盛
岡
広
域
振
興
局
土

木
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ

た
。

　

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

【
県
庁
支
部
】

支
部
長

佐
々
木
琢
磨
（
産
業
経
済
交
流
課
）

副
支
部
長

澁
谷
昌
二
郎
（
調
査
統
計
課
）

和
田　

英
子
（
文
化
振
興
課
）

書
記
長

佐
藤　
　

健
（
地
域
福
祉
課
）

書
記
次
長

小
岩　

敬
洋
（
砂
防
災
害
課
）

執
行
委
員

河
野　
　

誠
（
自
然
保
護
課
）

小
田　

善
昭
（
林
業
振
興
課
）

貴
志　

太
樹
（
水
産
振
興
課
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

）

林　
　

慎
介
（
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室
）

菊
池　

敏
敦
（
管
財
課
）

畠
山　

貴
弘
（
税
務
課
）

闘
争
の
中
で
み
ん
な
の
力
で
勝

ち
取
っ
て
き
た
も
の
。
力
強
い

取
り
組
み
、
組
合
員
が
喜
ぶ
成
果

と
な
る
よ
う
共
に
頑
張
り
た
い
」

と
お
礼
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

現
業
評
は
、
秋
の
現
業
闘
争

で
の
要
求
実
現
に
向
け
て
闘
争

を
強
化
し
て
い
く
。

回
り
が
ひ
ど
く
、
漏
水
が
原
因

で
の
退
去
事
案
も
。
仮
設
公
舎

解
体
で
の
居
住
確
保
と
併
せ
て

既
存
公
舎
の
設
備
整
備
が
必
要
」

と
発
言
。
気
仙
支
部
で
は
公
舎

問
題
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ

順
次
進
め
て
い
る
と
聞
く
。
気

仙
支
部
で
も
居
住
環
境
の
確
保

に
関
す
る
独
自
要
求
に
取
り
組

み
た
い
。
是
非
と
も
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
か
ら
一
般

経
過
報
告
と
中
間
報
告
、
運
動

方
針
に
、青
婦
部
活
動
の
強
化
、

評
協
議
会
活
動
の
推
進
な
ど
を

柱
と
す
る
組
織
強
化
の
取
組
み

方
針
が
提
起
さ
れ
た
。

　

代
議
員
か
ら
は
「
既
存
公
舎

の
老
朽
化
が
著
し
い
。
特
に
水

　

気
仙
支
部
定
期
大
会
が
９
月

２
日
、
大
船
渡
合
庁
大
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
冒
頭
、
佐
藤
支
部
長
は

「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
区
で

整
備
さ
れ
た
合
庁
分
庁
舎
や
堰

口
仮
設
公
舎
が
今
年
度
末
で
解

体
さ
れ
る
。
復
興
が
完
了
し
て

い
な
い
中
、
仮
設
公
舎
の
入
居

者
は
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
伴
う
居
住
確
保
が

必
要
で
あ
る
。
県
南
局
や
県
北

局
で
は
独
自
要
求
・
交
渉
等
を

と
を
参
加
者
全
員
で
共
有
し
た
。

　

そ
の
後
、
支
部
運
動
方
針
は

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
最
後

に
支
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
定
期
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

胆江支部

気
仙
支
部
が
定
期
大
会
開
催

独
自
要
求
の
取
り
組
み
で

公
舎
な
ど
住
環
境
改
善
を

佐々木琢磨支部長佐々木琢磨支部長

長沼英友支部長長沼英友支部長
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